
 

 
学位論文や会議録など、図書・

雑誌・新聞以外にも、専門的な情

報源があります。 
  それら通常の出版流通にのら
ない情報には、どのようなものが

あるでしょうか。また、どのよう

なツールで探すことができるで

しょうか。 
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 ６.１  より専門的な資料とは？ 

 
図書や雑誌の文献を読んでいるうちに、「議会でこの法案について実際どんな議論

がされたのだろうか？ 内容がわかる資料が見たい」とか、「引用されている論文を探

してみたけれど検索しても出てこないし、書いてある番号の意味もよくわからない」

というような事態になることがあります。そのような時は、どのような資料を探せば

よいのでしょう？ 
前者の場合は、議会の議事録や日誌を探せばよいでしょう。後者の場合は、その論

文は特許やテクニカル・レポートである可能性があります。研究が進むにつれて、3

～5 章で説明してきたような図書・雑誌・新聞だけでなく、このような、より専門的

な資料が必要になる場合が出てきます。 
専門的な資料の多くは、通常の出版や流通市場に乗らないために、見つけ出しにく

いものとなっています。そのため「灰色文献」（Gray Literature）と呼ばれる資料も

あります。しかし、これらは信用度の高い資料なので、その存在と探し方を知ってお

くことは重要かつ、実は基本でもあります。 
この 6 章では「灰色文献」と呼ばれる資料のなかから、次の基本的な資料をとり

あげ、国内の資料に関して、初心者でも探しやすいウェブでの情報探索ツールを中心

に紹介していきます。（より詳細な内容については、「自然科学編」参照。） 

 
n 博士学位論文 

n テクニカル・レポート 

n 会議録 

n 特許資料 

n 政府関係資料（官報・議会の議事録・法令など） 

n 国際機関資料 など 

 
 
もし紹介したツールで探しきれない場合は、別の専門ツールを使う必要があります。

専門ツールは使い方が難しい反面、使い方を覚えていく過程で、その資料に関する知

識も習得していけるというメリットがあります。ウェブ上の探索にとどまらず、図書

館のスタッフに聞いて、ぜひ専門ツールも使ってみてください。 
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 ６.２  博士学位論文を探す 

 
日本の博士学位論文の原本は 2 部あり、そのうちの 1 部は学位を取得した大学で、

もう 1 部は国立国会図書館（関西館）で保存します。また論文の内容は、市販や自費

出版の図書として刊行されたり、雑誌掲載論文という形で公開されます。最近では、

論文の原文を電子化して、ウェブ上で無料公開するというケースもでてきています。

しかし、どのような形態の論文を探す場合でも、論題・著者名・学位授与大学名・授

与年に関する情報を手元に持っていることが大切です。 

 
 ６.２.１  書誌情報を確認する 

 

手持ちの情報がはっきりしない場合は、できるだけ網羅的なデータベースの検索か

ら始め、書誌情報（2 章参照）をはっきりさせましょう。そのような検索のためには、

次のデータベースが利用できます。 

 
n 『NDL-OPAC』 国立国会図書館  

（http://opac.ndl.go.jp/） 

国立国会図書館に保存されている原本の書誌情報のうち、1984 年以降受

け入れた分を『NDL-OPAC』(3 章参照)を使って検索することができます。

このデータベースを利用する場合、「学位授与大学」は出版者、「授与年」は

出版年として検索することに注意してください。 

 
n 『学位論文索引データベース』 1957～ （NACSIS-IR で提供） 国立情報

学研究所  

（http://www.nii.ac.jp/ir/） 有料 

現在最も網羅的なデータベースです。全国約 330 の国公私立大学等の学位

論文書誌情報をデータベース化して、提供しています。収録年の範囲は機関

により異なっています。（p133 まめちしき参照） 
 

 
以上のツールで探しても、目的の論文に関する情報が得られなかった場合、『日本

博士録』などの冊子体の専門ツールで探していくことになります。このツールにより、

明治 21 年（1888）～昭和 52 年（1977）の間の博士論文を探すことができます（詳

しくは本館レファレンスデスクへ）。 
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 ６.２.２  内容を知りたい  

 

博士学位論文の内容は、「要旨」という形にまとめられて公表されていますので、

それを見ることで概要がわかります。公表は次のように行われています。 

 
n 要旨集として発行 

各大学で発行されます。東北大学の場合は、研究科ごとに『博士学位論文内

容要旨および審査結果要旨』が刊行され、図書館で所蔵しています。内容を

見たい場合は、オンライン目録を検索して探します。 

 

n 関連分野の雑誌に掲載 

雑誌掲載の論文を探す場合は、文献データベースで記事検索をして、掲載雑

誌を探します。 

 

n ウェブサイトに掲載 

要旨集のウェブで公開されている情報の場合は、次項で紹介する「日本の大

学の学位論文を探すサイト」を参照したり、サーチエンジン（7.7 参照）を

使用して探すことができます。 

 

 

 ６.２.３  各大学のウェブサイト  

 

探している論文の著者名・論題・学位授与大学と授与年など詳しい情報がわかって

いる場合は、まずその大学のウェブサイトへアクセスして、ウェブ上で全文情報の公

開をしていないかどうかや、入手できるかどうかなどの情報を探してみましょう。 
また、次のような学位論文に関するウェブ上の情報を集めたサイトもありますので

目的の論文に関する情報を探してみてください。 

 
n 『日本の大学の学位論文を探すサイト』 名古屋大学大学院国際開発研究科  

  情報資料室 

    (http://www.gsid.nagoya-u.ac.jp/service/library/guide/dis.html） 

    学位論文を検索できるサイトや論文全文・要旨を公開しているサイトを、国 
    公立大学や学協会ごとに集めたリンク集です。 
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 ６.２.４  東北大学の情報を探す  

 

東北大学の場合は、書誌情報については国立情報学研究所のデータを元に、昭和

53 年度（1978）以降の博士学位論文のデータベースを作成し、『学術情報ポータル』

（１.２.４(８)参照）から検索できるようにしています。詳細検索を使用すれば、学位

名称(文学、工学など）・授与年度・授与日などを指定して検索することもできます。 

 
n 『学術情報ポータル』統合検索 東北大学附属図書館  

    (http://www2.library.tohoku.ac.jp/) 

 
また、論文題目などの情報をウェブ上で公開している研究室もあります（例えば、

東北大学理学研究科惑星プラズマ・大気研究センターなど）。興味のある研究室がわ

かっている場合は、直接その研究室のサイトへ情報を探しに行くのも一つの方法です。 

 
 

 ６.２.５  入手の方法  

 
学位論文原本については、通常は著作権の規程により、全体のページ数の半分まで

しか複写できません。それ以上になる場合や全ページの複写を希望する場合は、直接

著者の許諾を取った上で、所蔵機関へ申し込むことになります。申し込みの際は、図

書館カウンターへ問い合わせてください。 

 

 

 

   まめちしき  NACSIS-IR（ナクシス アイアール） 

 

 『NACSIS-IR』は、国立情報学研究所で提供している、有料のオンラインデー

タベースサービスの名称です。主に、国内の学術情報や文献情報に関する各種

分野のデータベースを提供しています。6.2 や 6.3 で紹介したほかにも、現在

全部で 42 種類のデータベースをサービスしており、例えば『霊長類学文献索

引データベース』といった特定の主題に関するものも含まれています。 
 利用を希望する場合は、図書館カウンターへ相談してください。 
→ http://www.nii.ac.jp/ir/ 
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 ６.３  テクニカル・レポートを探す 

 
 「テクニカル・レポート」とは、種々の専門研究機関から刊行された研究報告書の

ことです。内容的には先端的なものが多く、国の研究機関や大学などから刊行されて

います。テクニカル・レポートは一点ごとに、「TOI-1185/2001」といったような固

有の番号をもっています。雑誌の巻号とは異なる、このような番号が参考文献に書い

てあったら、それはテクニカル・レポートである可能性があります。 

 ここでは、国内のテクニカル・レポートの例として、「科学研究費補助金研究成果

報告書」を紹介します。 

 
 ６.３.１  科学研究費補助金研究成果報告書とは  

 

 科学研究費補助金研究成果報告書とは、文部科学省と日本学術振興会で交付する、

「科学研究費補助金」（科研費）による研究の成果内容をまとめたものです。科研費

の研究は通常、複数研究者のグループで行われます。報告書の原本は、研究代表者の

所属機関へ 2 部提出されます。そのうち 1 部はその機関で保管し、もう 1 部は国立国

会図書館で保管されます。また、研究成果は各々の研究者が、雑誌論文や学会発表な

どによって公開しています。 
 補助金交付の対象となった研究課題には、それぞれ固有の「課題番号」が付与され

ています（例えば、1997 年度－1999 年度の科研費に採択された、長谷川公一氏が研

究代表者の課題「環境NGOと自治体政策の社会学的研究」の課題番号は「09610164」）。 

 
(１) 研究課題の情報を探す 

 
 国立情報学研究所では、科研費に採択された研究課題名のデータベースと、その研

究成果報告書のデータベースを作成し提供しています。これらのデータベースは、研

究者名や課題中の単語、分野等から検索することができます。 

 

n 『科学研究費補助金採択課題データベース』 1996 年度～ 

(NACSIS-IR で提供) 国立情報学研究所  

    (http://www.nii.ac.jp/ir/) 有料 

    どのような研究が採択されているのか、最新の研究課題名を知ることができ

ます。 
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n 『科学研究費補助金研究成果概要データベース』 (NACSIS-IR で提供) 

  国立情報学研究所 

    （http://www.nii.ac.jp/ir/） 有料 

科研費の研究内容はもとより、どのような報告書や論文が発表されたかな

どの研究成果も知ることができます。前に挙げた長谷川公一氏が研究代表

者の課題を例とすれば、報告書が 1999 年に提出され、論文としては「「六ヶ

所村」と「巻町」のあいだ. 社会学年報 28 号（1999 年）」などがあるこ

とがわかります。 

 
(２) 東北大学所蔵の報告書 

 

東北大学の研究者が研究代表者となっている科研費の報告書は、本館 2 号館に保管

されています。そのデータは、学位論文と同じく『学術情報ポータル』(6.２.４参照)

のサイトで検索することができます。 
研究代表者が東北大学の研究者ではないものについては、所蔵していれば図書と同

じ扱いで『Online Catalog』により検索できます。 

 

(３) 入手の方法 

 

 東北大学で所蔵している報告書は、通常の図書と同じように利用することができま

す。 

ほかの機関で所蔵しているものについては、相互利用サービス（４.６参照）によっ

て利用が可能です。 
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 ６.３.２  その他のテクニカル・レポート  

 

 日本で発行された種々のテクニカル・レポートのみを総合的に探す方法は、現在の

ところありません。科学技術振興機構（JST）の所蔵目録では、同事業団のテクニカ

ル・レポート類をも含んだ所蔵資料を検索することができます。検索した文献は、有

料で取り寄せが可能です。 

 

n 『JST 資料所蔵目録』 科学技術振興機構  

    (http://opac.jst.go.jp/) 

 

 また、発行機関によってはウェブ上でレポート情報を公開していますので、サーチ

エンジン(７.７参照)を使用して、探し出すことも可能です。レポート全文を公開して

いる場合もあります。 
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 ６.４  会議録を探す 

 

 「会議録（Proceedings）」とは、学協会などが開催した各種会議（Conference, 
Meeting, Symposium など）の内容を記録したもので、発表内容の概要やその論文な

どを収録しています。発行の形態はさまざまで、図書として発行されるもの、雑誌の

別冊として発行されるもの、市販されずに関係者の間で配布されるものなどがありま

す。会議録が文献中で紹介される場合は、「Proceedings of the 10th international 
symposium on...」、「第 8 回図書館学会大会報告」といった形で示されます。 

 

 ６.４.１  どのような会議録が刊行されているのか調べる  

 

 国内学会の会議録の刊行状況を調べるための十分なツールはありませんが、次の

データベースである程度調べることができます。 

 

n 『学会発表データベース』  

n 『予稿集・要旨集』  

(J-STAGE で提供） 科学技術振興機構  

    (http://www.jstage.jst.go.jp/ja/) 

『学会発表データベース』には、日本国内の学協会主催の会議での発表タ

イトル、発表者名や抄録、それが会議録として刊行された場合の収録誌名

と巻号などが採録されています。 

『予稿集・要旨集』には、会議の開催前に公開された発表内容、発表者名、

タイトルなどが収録されています。 

どちらのデータベースも発表者名、タイトル、抄録中のキーワードなどに

より検索できます。学会名がわかっていれば、学会名のインデックスを使

用してアクセスすると便利です。 まめちしき参照 

 

     まめちしき  J-STAGE（ジェイ ステージ） 

 

 J-STAGE は、科学技術振興機構（JST）で提供している電子ジャーナル出版・

公開システムです。国内の科学技術に関係する学協会誌や会議録、報告書など

の情報を電子化し、掲載論文の抄録や全文情報を統合的にウェブ上で見られる

ようにしています。    → http://www.jstage.jst.go.jp/ja/ 
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次の目録は、個々の発表について調べることはできませんが、刊行された会議録の

書誌情報を調べる時には有効です。ただし、所蔵目録なので国内学協会主催の会議録

以外の資料も含みます。また、必ずしも網羅的ではありません。 

 
n 『JST 資料所蔵目録』 科学技術振興機構 ６.３.２参照 

 

n 『NDL-OPAC』 国立国会図書館 ３.３.４参照 

 

そのほか、国内で開催された国際会議の会議録を調べる場合には、さまざまなツー

ルがありますので、図書館カウンターにお問い合わせください 

 
 ６.４.２  入手の方法  

 

 東北大学の所蔵資料であれば、通常の資料と同様に利用できます。そのほかの学術

機関で所蔵しているものは、相互利用サービス（４.６参照）によって利用できます。

また、会議録は市販されているものも多く、主催学協会や書店を通じて購入すること

ができます。販売情報については、各学協会のウェブサイトで確認できます。 

 
 ６.４.３  会議の開催情報を調べる  

 

 会議録を探す上では、会議開催の日時や場所などの開催情報も手がかりとなります。

最近の会議情報を知るには、次のようなウェブサイトがあります。 

 

n 『学会 Net』 インフォトレーダー株式会社 

(http://www.skysoft.co.jp/gakkai/) 

国内の会議開催情報を集めたページ。分野や 50 音順のリンクをたどって学

協会を探すことも、学協会名などにより検索することもできます。 

 

n 『学協会情報発信サービス』 国立情報学研究所 

(http://wwwsoc.nii.ac.jp/) 

学協会に関する情報を総合的に提供するウェブサイトです。学協会の開催

情報や学協会へのリンク集があります。 
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     まめちしき  特許権  

 

 特許権は産業財産権という権利の 1つで、ほかに実用新案権・商標権・意匠

権という 3つの権利が産業財産権に含まれます。それぞれの権利は、法律で保

護されるとともに、その情報は一般に公開され、さらなる技術開発に利用でき

るようになっています。 

また、産業財産権は、「人間の幅広い知的創造活動について、その創作者に

権利保護を与えるもの」である知的財産権のうちの一つとなっています。 
→http://www.jpo.go.jp/seido/index.htm  
特許庁ホームページ「産業財産権（工業所有権）の概要」 

 ６.５  特許資料を探す 

 

 よく「特許」という言葉を使いますが、「特許」とは何でしょうか。特許とは、「特

許権」という権利のことで、発明に対して独占的な権利を与えて保護するものです。 

まめちしき参照 
管轄の特許庁からは、発明の出願時に『公開特許公報』が、認定時には『特許公報』

という冊子が刊行されます。出願人・発明者・発明の内容・申請年月日など特許に関

する情報は、これらの公報で得ることができます。さらに、特許庁では「特許電子図

書館」というウェブサイトで、特許に関する総合的な情報検索サービスを無料で提供

しています。 

 

n 『特許電子図書館』 特許庁 

    (http://www.ipdl.jpo.go.jp/) 

このサービスは、特許に関して詳しく知っている人に対応できるよう、専

門的な検索の作りになっています。通常使う場合は、「初心者向け検索」を

使うのがよいでしょう。キーワード（技術用語）・出願人・発明者から簡単

に検索でき、特許の詳細まで見ることができます。 
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 ６.６  政府関係資料を探す 

 

 世界各国では、行政や司法に関係する公的な資料が行政府や議会等から刊行されて

います。これらの資料は、公的機関が刊行に関わることで資料としての信頼度が高く、

さまざまな研究の基礎情報として活用されます。こういった刊行物は、官報に代表さ

れるような政府や官公庁の公報類、白書類、世論調査や種々の調査報告書類、議会の

議事録、法令資料、統計資料、テーマ別研究成果報告書など、非常に資料の種類も分

野も多岐にわたり、刊行形態も様々です。 

 

政府関係の資料を探す手段には、冊子の刊行物目録や国立図書館の目録を検索する

などさまざまな方法があります。また国によっても異なるなど、複雑なものとなって

います。しかし最近の電子化推進で、各国の政府刊行物もインターネットによって検

索ができたり、全文を入手したりすることができるようになってきました。日本でも

公式刊行物の出版目録だけではなく、ウェブサイトによっては、刊行物としては手に

入らない情報や、関連する法律・法規も調べられるようになっています。次から、ウェ

ブで公開されている、日本の政府関係資料情報サイトを紹介します。 

 

 ６.６.１  官報・白書など全般的に調べる  

 

 白書・統計・官報（国の日刊機関紙で、法令・条約・予算・国会事項・人事・叙任

などを一般に知らせるためのもの）といった主要な刊行物を調べたり、省庁関係の情

報を全般的に調べたい時は、次のウェブサイトが便利です。（統計については、7.6

参照） 

 

n 『政府刊行物』  

  (http://www.gov-book.or.jp/) 

政府から出版されている刊行物全般についての情報が得られるサイトです。

1996 年 6 月 3 日以降の官報の目次や、刊行物関連書籍の検索ができます。

国立印刷局で提供している官報本文サイトへのリンクもあります。 
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n 『電子政府の総合窓口』  

  (http://www.e-gov.go.jp/)  

政府関係ウェブ情報の総合窓口です。情報を探すための入り口が、①審議

会情報や白書などの情報の種類で探す場合 ②省庁から探す場合 など、

利用者の観点に立って複数案内されているのが便利です。官公庁ウェブサ

イトの全文検索もできます。 

 

n 『独立行政法人国立印刷局』  

(http://www.npb.go.jp/index.html) 一部有料 

官報・白書を刊行している国立印刷局（旧財務省印刷局）のウェブサイトで

す。一週間分の官報の本文を見ることができます。また記事の検索もできま

すが有料です。白書やそのほかの刊行物についての出版情報を探すこともで

きます。 

 

 ６.６.２  議会資料（会議録など）を調べる  

 

議会資料には、会議録・速記録・法案などがあります。その中で、議会の経過を知

ることのできる会議録は、最も基本となる資料です。 

日本の衆議院・参議院の本会議録の冊子体は、戦前のものから本館で所蔵していま

す。また、戦後のものや最近のものは、次のウェブサイトで検索して本文を見ること

ができます。 

 

n 『国会会議録検索システム』 国立国会図書館 

  (http://kokkai.ndl.go.jp/) 

    1947 年 5 月 20 日の第 1 回国会以降の本会議と、全ての委員会の会議録とそ 

    の関係資料を検索し、本文を見ることができます。国会の回次や発言者名、    

    所属会派などを指定して検索できます。 

 

n 『衆議院会議録議事情報』 衆議院 

    (http://www.shugiin.go.jp/index.nsf/html/index_kaigiroku.htm) 

   第 145 回国会（平成 11 年 1 月 19 日～）以降の衆議院の本会議や各種委員 

   会の会議録議事部分を見ることができます。本会議・委員会毎に分類されて 

   いるので、探したい委員会や分野がはっきりしている場合に便利です。キー 

   ワード検索機能はありません。 
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n 『参議院会議録議事情報』 参議院 

    (http://www.sangiin.go.jp/japanese/frame/joho2.htm) 

   会議開催日より 30 日間、会議録本会議や各種委員会の議事録を見ることが 
   できます。本会議・委員会毎に分類されています。最近のもので、探したい 
   委員会や分野がはっきりしている場合に便利です。キーワード検索機能はあ 
   りません。なお、30 日を過ぎたデータについては『国会会議録検索システ 

ム』で検索できます。 

 
また会議録以外の、議案や予算・決算関係などの最近の議会の動きに関する資料も、

参議院および衆議院のホームページで公開されています。 

 

n 『衆議院』 衆議院 

    (http://www.shugiin.go.jp/)  

n 『参議院』 参議院 

    (http://www.sangiin.go.jp/)  

 

 ６.６.３  法令・判例を調べる  

 

 法令を調べるには、次のウェブサイトが便利です。しかし、各省庁のサイトでも省

令等の法令を検索したり全文をみたりできるので、省庁が特定できる場合は直接その

サイトにアクセスするのもよいでしょう。判例については、裁判所のウェブサイトで

最高裁判所や高等裁判所などの判例集を検索することができます。 

 

n 『法令データ提供システム』 総務省 

       (http://law.e-gov.go.jp/) 

   憲法・法律・政令・勅令・府令・省令・規則の内容を検索でき、全文を見る 

   ことができます。 

 

n 『判例情報』 最高裁判所 

       (http://www.courts.go.jp/) 

 最高裁・高裁・行政事件・労働事件・知的財産権裁判および速報・下級裁 

 主要判決の判例集が提供されています。それぞれの判例集ごとに、判決日、 

 裁判所名、キーワード等によって検索できますが、複数の判例集を一緒に 

 検索することはできません。 
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 ６.７  国際機関資料を探す 

 

 国際機関とは、国際連合（United Nations）に代表されるような、国々が協力・連

合して活動を行う国際的な団体です。このような国の枠を越えた機関は、政治経済活

動、平和維持、人権問題など多様な問題に関わり、世界情勢に大きな影響力を及ぼし

ているため、その公表資料はさまざまな研究分野に使われています。 

国際機関においては、どのような活動をしているのか一般に知らせる広報活動が盛

んで、早くから公式資料の電子化を行い、ウェブで公開する環境を整えてきました。

現在では、公式資料のかなりの部分がウェブサイトから入手できるようになっていま

す。 

 東北大学附属図書館は、東北地方で唯一の国際連合および欧州連合（EU）の寄託

図書館となっており、それぞれの総会資料・官報・市販刊行物などの寄託を受けてい

ます（p148 まめちしき参照）。それに加えて、経済協力開発機構（OECD）および世

界保健機関（WHO）の刊行物も収集しています。国際連合、EU、OECD 資料は本

館 2 号館、WHO 資料は医学分館 WHO 室で所蔵しています。これらの資料の大部分

は『Online Catalog』で検索することができますので、冊子体も手にとって利用して

みてください。 

 また、それぞれの機関の刊行物や資料には、「A/2002/12」などといった固有の刊行

物番号が付与されています。資料を特定する際の鍵となりますので、検索や利用の際

は控えておきましょう。 

 

 ６.７.１  国際連合（United Nations）と関係機関の資料  

 

(１) 資料の検索 

 

 国際連合の刊行物を全般的に検索する場合は、「UNBIS」という国連本部図書館の

所蔵目録を使います。この目録では、国連刊行物と国連関係の出版物を検索できます。

CD-ROM 版とオンライン版があり、CD-ROM 版は本館レファレンスデスクで利用す

ることができます。オンライン版には、次の URL でアクセスすることができます。 

 

n 『UNBISnet』 United Nations Dag Hammarskj�ld Library 

       （http://unbisnet.un.org/）  
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(２) 全文情報へのアクセス 

 

 全文情報にアクセスする場合は、UNBIS を検索して、発行機関・資料タイトル・

国際連合の刊行物番号・発行年などを特定し、次いで各機関のウェブサイトへアクセ

スして、各資料の全文情報へのリンクをたどってください。 

 各関連機関には、『Official Web Site Locator for the United Nations System of 
Organizations』の関連機関のアルファベットリストからアクセスすると便利です。 

  

n 『Official Web Site Locator for the United Nations System of   

    Organizations』 United Nations  

    (http://www.unsystem.org/) 

    国際連合とその関係機関を一覧できるリンク集です。 

 

 もし調べる資料が、どんな分野に、あるいはどの委員会に関係するのかわかってい

る場合は、直接『UN Document Center』にアクセスするとよいでしょう。 

 

n 『UN Document Center』 United Nations  

       （http://www.un.org/documents/） 

    公式記録の全文情報へリンクしています。 

 

(３) 公式サイト 

  

 国際連合の公式ウェブサイトは、次の通りです。このウェブサイトからは、資料情

報に限らず、国際連合が発信するさまざまな情報を見ることができます。日本の代表

サイトは国際連合広報センターになっており、基本的な情報や日本に関連する事柄を

日本語で読むことができます。 

 

n 『United Nations Home Page』  

  (http://www.un.org/) 

n 『国際連合広報センター』  

  (http://www.unic.or.jp/) 
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 ６.７.2  欧州連合（European Union）の資料  

 

(１) 資料の検索と全文情報へのアクセス 

 

 資料を網羅的に検索したい場合は、『ECLAS』もしくは『EUR-LEX』を検索して

ください。また有料ですが、『CELEX』というウェブで検索できるサイトがあります。

『CELEX』は各 EU 資料センターで検索できるので、本館で検索することができま

す。本館レファレンスデスクへ問い合わせてください。これらのデータベースで検索

した資料の多くは、ウェブ上で無料で全文を入手することができます。 

 

n 『EUR-LEX』 European Union 

(http://europa.eu.int/eur-lex/en/index.html) 

        EU 官報や議会資料を含む、EU 法に関する資料を統合的に検索できます。 

    全文情報へもリンクしています。 

 

n 『ECLAS』 European Union  

  (http://europa.eu.int/eclas/) 

        EU 図書館の所蔵目録です。EU 刊行物だけではなくヨーロッパに関わる資 

    料を広く収集し、その書誌情報を検索できるようにしています。また、イン 

    ターネット上の情報も収集しており、検索結果からリンクしています。 

 

  EU 公式資料の全文情報へは、『EU Official Documents』のページからもわかりや

すくアクセスできるようになっています。 

 

n 『European Union Documents』 European Union  

(http://europa.eu.int/documents/index_en.htm) 

        EU 公式資料へのアクセスの入口。EU 法･機関共通の資料・各機関別の文 

書と三つに分類され、それぞれ項目別に説明つきでリンクが提供されてい 

ます。 
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(２) 公式サイト 

 

 国際連合と同様、EU も本部と日本に公式のウェブサイトを持っており、ＥＵに関

する最新動向や日本国内での出来事などを日本語で入手することができます。 

 

n 『europa』  

  (http://europa.eu.int/) 

n 『駐日欧州委員会代表部』  

  (http://jpn.cec.eu.int/) 

    

 ６.７.３  その他の国際機関  

 

(１) 経済協力開発機構（Organization for Economic Cooperation and 

Development）の資料 

 

 東北大学では、『SourceOECD』というデータベースを導入していますので、OECD
（経済協力開発機構）の図書と定期刊行物の本文をオンラインで見ることができます。 

 

n 『SourceOECD』 OECD 

(http://www.sourceoecd.org/content/html/index.htm) 学内限定 

    OECD の刊行物（単行本・雑誌）を検索し、本文を見ることができます。 

 

 また、OECD で公開している資料には、次のウェブサイトでアクセスすることが

できます。 

 

n 『Organization for Economic Cooperation and Development』 

  (http://www.oecd.org/) 

  OECD の公式サイト。「Publications & Documents」から公開文書にアク 
セスすることができます。一部有料です。 

 

n 『OECD 東京センター』  

  (http://www.oecdtokyo.org/) 

  日本の代表ウェブサイト。「公開文書」のリンクから、「Publications &  
Documents」サイトへアクセスできます。 
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(２) 世界保健機関（World Health Organization）の資料 

 

 WHO の刊行物を網羅的に検索する場合は、WHO 図書館のオンライン目録を使い

ます。全文情報のあるものはリンクがあり、利用できるようになっています。 

 

n 『WHOLIS』 WHO 

  (http://unicorn.who.ch/uhtbin/webcat/) 

        1948 年以降の WHO 刊行物と、1985 年以降の WHO の雑誌掲載記事、1986 
    年以降のテクニカルドキュメントなどの書誌情報を検索できます。 

 

WHO の活動に関する決議や報告などの公式資料については、次のウェブサイトで

検索し、全文情報を見ることができます。 

 

n 『WHO Policy System』 WHO  

  (http://www.who.int/ism/mis/WHO-policy/index.en.html) 

     「Search Infobases」から各公式資料へアクセスできます。 

 

 なお、WHO の公式および日本の代表ウェブサイトは次の通りです。 

 

n 『World Health Organization』  

(http://www.who.int/) 

n 『WHO 神戸センター（世界保健機関健康開発総合研究センター）』  

(http://www.who.or.jp/indexj.html) 
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     まめちしき  国際連合の寄託図書館と EU 資料センター  

 

 国際連合や EU は広報活動の一環として、協賛金を払って登録した学術

機関に刊行物を寄託し（預けるとほぼ同じ意味。受取者との契約関係があ

る）、情報提供の便宜を図っています。このような寄託図書館や資料セン

ターは全世界に設置され、日本には国連寄託図書館が 14 館、EU 資料セン

ターが 20 館あります。 
寄託にも 2 種類あり、全ての資料が寄託される全寄託と、部分的に寄託

される部分寄託があります。東北大学の場合は部分寄託で、総会や官報と

いった基本資料はそろっていますが、専門的な委員会資料などが部分的な

寄託となっています。 

 
 また、公式資料の学術的な利用だけではなく、一般向けのリーフレット

やパンフレットを配布していたり、就職情報が掲載されるニュースがあっ

たりなど、気軽に国際活動の一端を知ることができるのも、寄託図書館の

大きな魅力です。 

 
 本館 2 号館の 1 階で手にとったリーフレットが、あなたの世界を広げる

かも知れません。 
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 演習問題   

 

  
 ６-１  東北大で授与された、2000 年度の法学博士の論文がいくつあるか調べ、 

それぞれの著者名・論題を書き出す。 

（『学術情報ポータル』の統合検索（Advanced）を使う） 

 

ヒント：検索語の種類を「学位論文：授与年度」「学位論文：学位名称」

に指定。 

 

 
 ６-２  東北大学の研究者が研究代表者の、環境問題に関する科研費研究成果報告 

書にはどのようなものがあるのか調べる。また、興味のある課題を一つ選 

んで実際に読んでみる。 

     （『学術情報ポータル』の統合検索を使う。Advanced、Basic いずれでも

可） 

 

ヒント：「科研費報告書」を指定して検索。 

 

 

 ６-３  日本都市計画学会の第 38回学会の発表内容を調べる。 
（J-STAGE の『予稿集・要旨集データベース』と『学会発表データベー 

ス』を利用する） 

 

ヒント：『学会発表データベース』では会議録が収録されている雑誌の 

名前を確認。第 38回の会議録は『予稿集・要旨集データベース』 

で探してみる。 

 

 

 ６-４  「ドクター中松」として発明で著名な「中松義郎」氏が特許を申請した最 

新の発明は何か。発明の名称・特許の番号・公開日・内容を調べる。 

     （『特許電子図書館』の初心者向け検索を使う） 

 

     ヒント：特許の番号は公開番号。 
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 ６-５  総合資源エネルギー調査会都市熱エネルギー部会の報告書を探す。 

    （『電子政府の総合窓口』を使う） 

 

ヒント：総合資源エネルギー調査会は資源エネルギー庁下の審議会組織。 

「情報の種類で探す」の「審議会等」へのリンクを使うか、また 

は、資源エネルギー庁のホームページへアクセスして審議会情報 

を探す。  

          

 

 ６-６  2004 年の国際年は何であるか。その概要説明をした公式文書をウェブよ 

     り入手する。また、その文書はいつ発行され、編集責任者はどこなのかを 

     調べる。 

    （国際連合広報センターのウェブページを使う） 

 

ヒント：国際年へのリンクをさがす。また、公式文書は英語で書かれてい 

る。 

解答と解説は、付録７にあります。 


